
第４回ＣＳＦ経口ワクチン対策検討会概要 

 

日時 ：2020年２月 26日 15:30～17:10 

場所 ：農林水産省第２特別会議室 

出席者：青木委員、呉委員、迫田委員、津田委員、小寺委員、江口委員、鈴木委員、平田委

員、佐藤委員、小出委員、平野委員、原委員、川越委員代理   

概要 ：出席委員からの主な指摘は、以下のとおり。 

 

 

〇 野生イノシシ対策の目的は、野生イノシシにおけるＣＳＦの感染を止めること。感染の再

生産を防ぎ、その後の清浄化を目指していくべき。具体的には個体数の削減、免疫付与によ

る感受性個体の削減、死体の適切な処分を並行して進めるべきである。 

 

〇 初めに発生した岐阜・愛知等においては、自然感染による抗体付与に加え、経口ワクチン

の散布により抗体陽性率を高め、清浄化を目指すべき。新たに生まれてくる若齢イノシシは、

移行抗体が消失した後にはＣＳＦへの感受性を有し感染源となることから、幼獣の捕獲が重

要となる。 

 

〇 一方、発生地域周辺のワクチンベルトにおいては、ワクチン散布により地域の免疫を高め

感染を防ぐと同時に、外にウイルスを出さないことを目指すべき。成獣イノシシは移動する

ので、積極的に捕獲しなければ外側へのウイルス拡散は防げない。 

 

〇 経口ワクチン散布と捕獲強化の位置づけについて、明確にすべき。 

 

〇 拡散防止の観点からは、陽性イノシシが山塊から次の山塊に移っていくのを阻止すること

が重要で、イノシシの行動分布に合わせて捕獲強化とワクチン散布を同時に進めていくべき。 

 

〇 ワクチン散布エリアが決まれば、散布が効率的でないエリアで捕獲する等、自ずと捕獲エ

リアも決まるはずであり、両者の関係を県に示していくべき。 

 

〇 現状では、経口ワクチンを厚く撒いているところと薄いところがある。昨年 11月の経口ワ

クチンに係る学術検討会の提言を踏まえ、感染を減らしたい地域には均一な散布を行うべき。 

 

〇 ５～６月は、イノシシの出産時期で雌は動きにくくなるものの、雄は雌の出産時期とは無

関係に移動し、また、前年に出生した個体は出産時期に群れから離れて動くので、時期にこ

だわらずにワクチン散布すべき。ただし、タケノコなどの植生によっては摂食に影響を与え

ることに留意する必要がある。 

 

〇 ドイツの空中散布では、ワクチンの摂食率が低くなることが知られていることから、モデ

ル的なエリアで効果検証を行うべき。 


